
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師85％
以上にする。
〇授業評価アンケートで、肯定的な回答
をする児童生徒の割合を80％以上にす
る。

・共通実践についての共通理解の場の設定と意
識化
・「授業づくりのステップ１・２・３　」を活用した授業
づくりと授業力向上の推進
・授業改善リーフレットを活用した授業チェック
・授業評価アンケートの実施
・校内研究での授業研究会・研修

B

･授業アンケートでの授業の板書や授業の説明、めあて
の提示に対して肯定的な回答をした児童生徒は90%と高
かった。,
・全職員で県学習状況調査の分析を行い、児童･生徒の
実態把握と今後の実践について共通理解を図り、学力
向上対策評価シートの提案を行った。実践については、
今後取り組んでいく。

A

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指
標を達成したと肯定的に回答した職員は86％であった。
･授業アンケートで｢学習内容がよくわかる｣に対して肯定
的な回答をした児童生徒は88%であった。
・職員､児童生徒ともに成果指標を達成していたが､さら
に学力向上につながる取組みを考えていく必要がある。

A

・授業評価アンケートで、児童生徒の授業が
「よく分かる」という回答での88％はすばらし
い。 学力向上対策

コーディネーター
（金子・森田）

〇授業の中で学習用パソコンを活用す
ることができたと感じる児童・生徒を
90％以上にする。

・学習規律について、共通理解の場の設定と
「学習のルール」に準じた指導
・パソコン活用における実践交流の場の設定
・研修会の実施
・eライブラリの活用

B

・学習規律の指導は４月に行ったあとも、職員連絡会で共通
理解のもと随時行いながら徹底できるよう努めている。
・転入職員を中心にパソコン利用のミニ研修会を３回実施し
た。
・授業で学習用PCを活用できたと回答した先生の割合は
70％であったが、中学部の活用率は85％と高かった。
・週に１回eライブラリの活用を５年生以上で実施できた。

B

・アンケート分析より、前期ブロック85％、中・後期ブロック89％の児童生
徒が学習用パソコンを積極的に授業で使ったと回答したことから、おお
むね目標達成に近い結果となった。しかし、教職員の活用状況67％か
ら、教職員の活用具合に個人差が見られ、児童生徒との差が生まれた
と考える。
・週に１回eライブラリの活用を継続しながら、持ち帰りで家庭学習に取り
組むように促すことで、活用する頻度が若干増えた。
・中学部では定期テスト前に、家庭でeライブラリを活用するように促した
結果、全体の40％程度の生徒が活用していた。

B

・これからの社会ではICT活用能力が重要に
なってくる。しっかりと活用できるように指導す
る必要がある。 ICT推進教員

（山田・高田）

〇家庭学習で、自主的な学習に取り組
めていると感じる児童・生徒を80％以上
にする。

・「家庭学習のすすめ方」の配布による自主的
な学習の取り組み方紹介 B

・「家庭学習のすすめ方」の配布や、自主学習の良い取
り組みの紹介を通じて、主体的に家庭学習に取り組む
児童生徒の増加が見られつつある。 A

・自主学習の良い取り組みの紹介を年に３回行っ
た。
・自主的に宿題や勉強をしていると回答した児童生
徒は84％であった。

A
・授業と同じように家庭学習も大切である。学
校では家庭学習の仕方や大切さを指導・支援
しながら学力の向上を図ってもらいたい。

学力向上部主任
（山田）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇命の大切さや相手の立場を考えて思
いやることができるようになったと言える
児童生徒を80％以上にする。

・生命尊重、思いやり等の道徳授業の実践
・本物に触れる体験活動の取組
・平和集会、人権集会の取組

B

・道徳の授業、ふれあい道徳を通して、生命尊重・思い
やり等を実践している。
・平和学習や米作りなど各学年の実態に応じた体験活
動をしている。
・平和集会を行い、戦争の悲惨さ、平和の尊さについて
考えることができた。

A

・友達の気持ちを考えて行動できていると回答した
児童生徒は90パーセント以上で目標達成できた。
・高齢者体験や花植え、居住地交流等の各学年の
実態に応じた体験活動をしている。
・人権集会を行い、障害理解や人権の大切さについ
て考えることができた。

A

・道徳教育や人権・同和教育、教育活動全体
を通して、児童生徒の思いやりの心をはぐくん
でもらっている。今後も継続していただきた
い。

道徳教育推進教員
（里・井﨑）

人権・同和教育担当
（百崎・中井・向井）

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「いじめの早期発見、早期対応に努め
る」と回答する教職員を100％とする。

・Q-Uの実施、心のアンケート（毎月）
・教育相談部会（月末火曜日６時間目）
・小中合同生徒指導・教育相談連絡会（年２回）
・児童生徒情報交換連絡会（隔週） A

・Q-U、心のアンケートを実施し、指導に活用している。
・教育相談部会を定期的に行い、支援に活用している。
・小中合同生徒指導・教育相談連絡会を実施し、組織的
に活動に役立てている。
・いじめの早期発見、早期対応にすべての教員が努め
ていると回答した。

B

・Q-U、心のアンケートを実施し、指導に活用した。
・教育相談部会を定期的に行い、支援に活用した。
・小中合同生徒指導・教育相談連絡会を実施し、組織的
に活動に役立てた。
・「いじめの早期発見、早期対応に努める」に「そう思わな
い」と回答した教職員がいた。非常に残念な結果である。
全職員が組織的に取り組む研修が必要があると考える。

B

・心のアンケートは必要な取組である。表面に
出ていない案件、本人たちが気づいていない
案件については大人の導きが必要である。

生徒指導主事
各学年生徒指導
（味志・渡辺）

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上にす
る。

・「出番・役割・承認」の開発的生徒指導の実践
・夢や誇りをもつことができるような体験的な行事
や地域と連携した学習の実施 A

・縦割り活動として、遠足や掃除、会食など行い、その中
で役割を任せることで児童生徒の出番を増やすことがで
きた。
・浮立や稲刈りでは地域の方を講師として招き、また職
場体験では町内の事業所と協力することで、地域と連携
した学習を実施することができた。

A

・「認められている」と回答した児童生徒は、90.5％であった。
・「将来の夢や目標を持っている」と回答した児童生徒は、82％で
あった。中・後期ブロックの児童生徒は77％で、年齢を重ねるご
とに、夢や目標を持っている児童生徒が減少している。
・自分の良さと将来の夢が結びついていない児童生徒が多いの
が課題であり、進路学習の取り組み方を見直す必要があると考
える。

A

・社会に出たら人間力が必要である。そのた
めにコミュニケーション能力が必要となる。そ
れを意識させる活動も必要なのではないか。
・児童生徒は先生からは認められていると認
識している。

キャリア部主任
（川﨑・岩永）

○「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

○「健康に良い食事をしている」と思う児
童生徒を90％以上にする。

・学級活動等における食育指導の推進
・朝食の意義や食事の大切さについての児童
生徒の啓発及び家庭への協力の呼びかけ
・全学級における学級活動での栄養教諭を中
心とした食育指導の実践

B

・小中共に委員会活動で朝食の大切さやバランスのと
れた食事について啓発するポスターを作成し、児童生徒
に呼びかけを行った。
・給食時間に学級で食育指導を毎日行っている。
・保護者への啓発が課題。

A

・「健康のために体に良い食事ができている」という質問
に対し、肯定的に回答した児童生徒は91％であった。
・安全な食の提供や望ましい食習慣に重点化した具体的
な目標を設定し、給食担当と連携し、衛生的な配膳指導
や献立を活用した食育指導等を通して行うことで、望まし
い食習慣の定着に努めた。

A

・学習効果を高めるために、朝食を摂ることは
大切である。本校の児童生徒はしっかりと朝
食を摂っているということがわかる。

学校栄養職員
食育推進担当者
（原・小野・宮副）

○大町型体育の推進 ○体育、保健体育の学習や外遊び、運
動が楽しいと思う児童生徒を80％以上
にする。

・体育、保健体育の学習指導の工夫と職員研修
による指導力向上
・運動環境の充実と外遊びや運動の奨励
・体育的行事（体育大会、ひじり杯、クラスマッチ、
ひじりマラソン、スポーツチャレンジ）の実施

A

・大町型体育実践のため外部講師招致した授業実
践をしている。また、定期的な体育主任研修会も実
施している。
・体育用品の充実化、学習環境の整備を継続して
実施している。
・1学期の体育的行事を計画的に実施した。

A

・大町型体育実践のため外部講師招致した授業実践をし
ている。また、定期的な体育主任研修会も実施している。
・体育用品の充実化、学習環境の整備を継続して実施し
ている。
・「体育、保健体育の学習や外遊び、運動が楽しい」と思
う児童生徒が９１％であった。今後も継続した取り組みを
維持していきたい。

A

・保健体育の学習や外遊びなどの運動が楽し
いと答えた児童生徒が90％以上というのは、
日ごろから、授業で意欲・関心を高める授業
を行っている成果であると思う。

体育主任
（平山・渡辺）

○防災教育・安全教育の推進 ○学校内外での安全意識を高める。
○災害時において取るべき行動につい
て正しく理解している児童生徒の割合を
90％以上にする。

・登校指導・各種訓練・危険箇所の点検見回りの
実施とその結果を活かした児童生徒への指導
・防災についての講話や体験を通した主体的に行
動することや支援者としての態度の育成 A

・1.2年生の交通安全教室の実施、3～6年の自転車安
全教室、7～9年生の交通安全教室を実施するとともに、
交通マナーについての指導を随時行っている。
・6.7年生で避難所設営体験、全校で大雨時引き渡し訓
練、大雨時集団下校を実施した。
・不審者対応避難訓練を白石警察署と連携して実施し
た。

A

・予定されていた訓練を全て予定通りに実施し
たことにより、災害時において取るべき行動に
ついて正しく理解している児童生徒の割合が
90％以上となった。 A

・災害時にとるべき行動についての知識・理
解は高いという結果が出ている。意識と行動
が結びついているかどうかが重要である。 健康・安全部

（平山・吉田）
（向井・前田）

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●月の時間外勤務時間を昨年度比減
10％以上にする。

・毎週水曜日午後は職員裁量時間として運用
・定時退勤日（水・金）の推進
・（長期休業中の学校閉庁日の設定）
・部活動休養日の設定
・教科担任制の推進
・勤務時間外留守番電話の設定

C

・（小）9月までの時間外勤務時間の平均では4％程度増
加した。その要因として個別の支援を必要とする児童の
対応に全職員が追われ、通常業務を時間外に行わなけ
ればならなかったからであった。
・（中）9月までの時間外勤務時間の前年度比は81％増
加した。個人差が大きく、業務の見通しや段取りの仕方
など、個別の指導が必要である。

A

・（小）１月までの時間外勤務時間については23.8時間、
昨年度と比較して約6％の増加であった。職員の事務時
間を確保してきたが、声掛けをすることで職員の意識を
高めていく必要がある。
・(中）１月まで時間外勤務時間の平均を昨年度と比較す
ると20％削減することができた。職員全体で声掛けや業
務のサポートを行うことで業務改善の効果が見られた。

A

・時間外勤務時間の削減により、持ち帰りの
仕事が心配である。
・前期に行事が集中していることで残業が多
いならば、課題は毎年検証をする必要がある
と思う。
・時間外勤務時間について、個別の数値化を
お願いしたい。

管理職
（千綿・陣内）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○キャリア教育の推進

◎生徒が夢や誇りをもち、社会をたくま
しく生き抜くための教育活動

◎「将来の夢や目標」をもち、 目標を意
識して活動ができていると感じる児童生
徒の割合を80％以上にする。

・地域と連携した教育課程を編成し、地域の方か
ら多様な生き方を学ぶ学習活動を実践する。
・教育活動全体を通して計画的にキャリアパス
ポートを活用することで、系統的に進路や生き方
について考える機会を設定する。

A

・職場体験で地域の方から生き方を学ぶ学習を実施す
ることができた。また、「地域との交流スケジュール」おひ
さまルームに掲示し、年間の活動の見通しをもつことが
できた。
・行事や節目ごとにキャリアパスポートを記入し、生き方
について考えさせる機会を作った。

B

・「将来の夢や目標を意識して活動ができている」と感じ
る児童生徒は77％で、保護者は62％とさらに低い。教職
員は、95％である。
・様々な行事等で活動を行っているが、将来の目標を意
識してしている児童生徒が少ないことが課題である。

B

・目標・目的の違いはどうとらえられているか。
・将来の夢や目標を意識して活動させるためには
保護者との目標や情報共有が必要ではないか。
学校からの発信をさらに行うことが重要である。

キャリア部主任
（川﨑・岩永）

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●全職員による共通理解と共通実践

学校名 大町町立小中一貫校大町ひじり学園

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学習指導の工夫により、主体的に学ぼうとする態度の育成を図ることができた。一方で授業におけるICT活用には個人差が見られた。今後、研修等を実施し、スキルの向上を図るとともに、効果的な指導方法を研究し、共通理解・共通実践を図りたい。
・校内研究での特別活動の研修や計画的な周知と活動で、児童生徒会組織への円滑な移行ができた。今後は、児童生徒会組織を中心としてリーダーの育成を図るとともに、主体性をもって活動できる児童生徒の育成を教育活動全体を通して推進する必要
がある。
・部会や主任会を定時開催し、業務のボトムアップを実現することで、計画的で効率的な学校運営と、時間外勤務の削減が可能となった。今後は働きがいのある職場を目指して、well-beingの意識を高めながら働き方改革を推進する。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上については、「大町型授業」について共通理解を図り、授業改善に取り組むことができた。6年生以下での学力の向上を図る必要がある。

・児童生徒が夢や誇りをもてるよう体験的な行事や地域と連携した学習を行った。今後は「社会や地域に貢献する」児童生徒を育成するため、心の教育の充実を図る必要がある。

・全職員のボトムアップにより、教職員の負担軽減を行うシステムの構築と職員の意識改革を行った。今後も継続して働き方改革を推進する。

２　学校教育目標
「大磨　智誠」　～知・徳・体を大きく磨き、人格の完成を目指す～

「夢に向かって絆・全力・挑戦」　～夢と誇りをもち、社会をたくましく生き抜く児童生徒の育成～

３　本年度の重点目標

①主体的に学ぼうとする態度を育てる学習指導の工夫と教育DXの推進を図る。

②児童生徒会活動を中心として、主体性とリーダーの育成を図るとともに、道徳教育を通して豊かな心の育成を図る。

③部会や主任会におけるボトムアップを通してシステムの改善および意識改革を図り、働き方改革を推進する。


